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二
〇
〇
九
年

は
じ
め
に

平
安
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
お
い
て
、
七
月
に
行
な
わ
れ
て
い
た
年
中
行
事
に
相
撲
節
会
が
あ

る
。
相
撲
の
部
領
使
と
は
、
相
撲
節
会
に
て
相
撲
を
取
る
相
撲
人
を
諸
国
か
ら
集
め
る
た
め
、
朝
廷

か
ら
五
畿
七
道
諸
国
に
派
遣
さ
れ
た
左
右
近
衛
府
官
人
の
こ
と
で
あ
る
）
1
（

。
部
領
使
の
名
称
は
『
儀
式
』

や
『
西
宮
記
』
な
ど
の
儀
式
書
に
は
見
え
ず
、『
江
家
次
第
』
に
の
み
「
二
・
三
月
比
、
大
将
以
下
於

二

陣
座
一

定
二

相
撲
使
事
一

、
関
白
・
大
将
随
身
・
陣
官
賭
弓
矢
数
者
為
レ

使
、
遣
二

諸
国
七
道
一

、
召

二

相
撲
人
一

也
、
万
葉
コ
ト
リ
ツ
カ
イ
ト
云
也
、
」
と
あ
る
の
が
知
ら
れ
て
い
る
）
2
（

。
こ
れ
ま
で
相
撲
節

会
や
相
撲
人
を
扱
っ
た
研
究
は
多
い
が
）
3
（

、
部
領
使
は
概
略
が
述
べ
ら
れ
る
に
留
ま
る
。
本
論
で
は
部

領
使
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
摂
関
・
院
政
期
の
近
衛
府
下
級
武
官
の
一
端
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。

当
時
の
近
衛
府
は
、
大
将―

【
次
将
】
中
・
少
将―

【
官
人
】
将
監
・
将
曹
・
府
生―

【
物
節
】
番
長
・

案
主
・
府
掌―

【
舎
人
】
近
衛
か
ら
構
成
さ
れ
）
4
（

、
部
領
使
に
任
命
さ
れ
る
の
は
こ
の
う
ち
の
官
人
・

物
節
・
近
衛
で
あ
っ
た
。
そ
の
官
人
以
下
近
衛
以
上
の
近
衛
府
下
級
武
官
か
ら
、
院
・
天
皇
・
摂
関
・

近
衛
大
将
な
ど
、
貴
人
の
警
護
な
ど
を
務
め
る
者
が
随
身
で
あ
る
）
5
（

。

部
領
使
は
相
撲
節
会
に
先
立
ち
、
節
会
を
行
う
年
の
二
月
か
ら
六
月
頃
ま
で
に
相
撲
使
定
に
て
決

定
す
る
。
先
行
研
究
で
は
、
佐
々
木
氏
・
鳥
谷
氏
が
近
衛
府
の
政
務
運
営
を
明
ら
か
に
す
る
う
え

で
、
長
和
二
年
・
四
年
・
万
寿
二
年
・
長
元
四
年
の
『
小
右
記
』
に
み
え
る
相
撲
使
定
を
取
り
上
げ

て
い
る
）
6
（

。
両
氏
の
研
究
と
事
例
を
み
る
と
、
推
挙
や
希
望
が
あ
る
時
に
は
定
以
前
に
大
将
に
申
文
を

提
出
し
、
申
文
は
担
当
の
近
衛
中
将
に
渡
さ
れ
て
、
定
に
お
い
て
中
将
た
ち
が
任
命
の
可
否
を
決
定

し
）
7
（

、
大
将
が
定
文
に
加
署
し
て
任
命
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
相
撲
使
定
以
前
に
大
部
分
が
内
定
し
て

い
た
）
8
（

。
以
上
の
手
続
き
を
経
て
決
定
し
た
部
領
使
は
全
国
に
発
遣
さ
れ
、
相
撲
人
を
各
地
か
ら
引
率

し
た
。
そ
れ
を
年
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
が
別
表
で
あ
る
。

な
お
こ
の
表
に
現
れ
な
い
、
相
撲
人
貢
上
の
事
例
も
あ
る
。『
小
右
記
』
治
安
三
年
五
月
二
十
四

日
条
の
太
政
官
符
は
、
五
畿
七
道
諸
国
の
国
司
に
対
し
、
年
間
二
人
の
相
撲
人
白
丁
の
貢
上
を
求
め

た
も
の
で
あ
る
。
国
司
に
よ
る
相
撲
人
貢
上
は
実
際
に
も
行
わ
れ
て
お
り
、
部
領
使
の
発
遣
と
並
行

し
て
機
能
し
て
い
た
。
ま
た
同
日
条
の
記
事
に
は
、「
官
符
四
枚
将
曹
正
方
（
紀
）
持
来
〈
山
陰
・

相
撲
の
部
領
使
に
つ
い
て

染＊　

井　

千　

佳

山
陽
・
南
海
・
西
海
等
官
符
也
。
可
レ

有
二

河
内
・
摂
津
・
和
泉
等
一

。
畿
内
三
箇
国
可
レ

載
二

一
枚

官
符
一

。
而
亦
有
二

畿
内
官
符
一
枚
一

云
々
。
依
レ

載
二

山
城
・
大
和
一

、
左
近
衛
府
生
受
云
々
、
又
吏

可
レ

令
レ

成
二

官
符
一

歟
〉（
〈
〉
は
割
注
）
」
と
あ
り
、
左
右
近
衛
府
で
担
当
範
囲
が
わ
か
れ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。『
長
秋
記
』
天
永
二
年
八
月
十
二
・
十
五
日
条
で
も
相
撲
人
の
所
属
が
左
右

近
衛
府
で
分
か
れ
て
お
り
、
相
撲
人
の
奪
い
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。『
小
右
記
』
の
記
主
・

藤
原
実
資
は
長
保
三
年
か
ら
長
久
三
年
の
四
十
年
間
に
渡
っ
て
右
近
衛
大
将
を
務
め
て
お
り
、
部
領

使
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
を
残
し
た
。
本
稿
で
も
多
く
引
用
し
た
が
、
左
右
近
衛
府
で
発
遣
先
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
な
っ
た
事
例
が
右
近
衛
府
の
担
当
地
域
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
、
予
め

お
断
り
し
て
お
く
。

第
一
章　

摂
関
期
の
部
領
使

①
長
和
二
年

本
稿
末
尾
一
覧
表
を
参
考
に
、
各
年
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
部
領
使
の
名
前
が
解
る
の
は
、
長
和

二
年
の
相
撲
使
定
の
記
事
か
ら
で
あ
る
。

　

長
和
二
年
二
月
十
五
日
、
実
資
は
右
中
将
源
雅
通
に
対
し
、
二
十
日
以
前
の
吉
日
を
選
ん
で
相
撲

使
定
を
行
う
よ
う
に
伝
え
た
）
9
（

。
当
初
は
十
九
日
に
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
雅
通
の
他
の
中
将
が
参

加
せ
ず
、
二
十
日
に
延
期
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
部
領
使
と
し
て
判
明
し
て
い
る
の
は
、
上
道
吉
方
・

荒
木
武
晴
・
下
毛
野
公
助
・
尾
張
公
時
の
四
人
で
あ
る
。
こ
の
他
、
大
宰
府
に
派
遣
さ
れ
る
部
領
使

を
希
望
し
た
府
生
が
三
人
み
え
る
。

上
道
吉
方
は
、
右
中
将
藤
原
兼
隆
の
随
身
と
考
え
ら
れ
る
。
兼
隆
は
こ
の
年
の
一
月
、
自
分
の
随

身
「
某
丸
」
を
、
春
日
祭
陪
従
か
部
領
使
に
任
命
す
る
よ
う
実
資
に
言
い
送
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
実

資
は
、
春
日
祭
使
陪
従
に
中
少
将
の
随
身
を
あ
て
な
い
と
の
藤
原
道
兼
の
起
請
が
あ
る
こ
と
、
部
領

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
部
領
使
／
相
撲
節
会
／
相
撲
／
近
衛
府
／
随
身

＊
平
成
十
八
年
度
生　

比
較
社
会
文
化
学
専
攻

１－１



染
井　

相
撲
の
部
領
使
に
つ
い
て

使
は
そ
の
時
に
な
っ
て
相
撲
使
定
を
行
い
決
定
す
る
、
と
答
え
た
。
実
資
の
返
事
を
聞
い
た
兼
隆
は
、

春
日
祭
陪
従
は
起
請
に
随
う
こ
と
、
部
領
使
に
つ
い
て
予
め
実
資
に
伝
え
て
お
く
、
と
知
ら
せ
た
）
10
（

。

そ
の
後
兼
隆
は
将
監
下
毛
野
公
助
を
し
て
、
上
道
吉
方
を
土
佐
使
に
す
る
よ
う
、
実
資
に
懇
切
に
言

い
送
っ
て
い
る
）
11
（

。
実
資
は
定
を
担
当
す
る
雅
通
に
、「
随
レ

状
可
二

左
右
一

」
と
伝
え
た
。

下
毛
野
公
助
は
将
監
で
あ
る
。
将
監
は
近
衛
府
下
級
官
人
の
中
で
最
も
地
位
が
高
い
。
そ
の
た
め
、

実
資
は
「
将
監
者
大
将
已
下
所
レ

不
二

定
遣
一

也
、
依
二

宣
旨
一

所
レ

遣
也
）
12
（

」
と
、
宣
旨
に
よ
る
決
定
を

求
め
て
い
る
。
将
監
を
別
格
と
す
る
立
場
は
こ
の
他
に
も
見
ら
れ
、
相
撲
節
会
に
お
い
て
、
将
監
と

将
曹
以
下
で
は
同
じ
下
級
武
官
で
も
扱
い
が
違
う
と
言
え
る
）
13
（

。
公
助
は
道
長
随
身
で
あ
る
尾
張
公
時

と
と
も
に
道
長
の
決
定
に
よ
っ
て
発
遣
が
決
定
、
同
日
に
実
資
随
身
荒
木
武
晴
の
発
遣
も
決
ま
っ

た
）
14
（

。
翌
日
、
定
文
に
実
資
が
加
署
し
た
）
15
（

。
公
助
は
南
海
道
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
七
月
に
は
船
に
乗
っ

て
、
最
手
の
越
智
経
世
ら
を
随
身
し
て
き
た
）
16
（

。

大
宰
使
に
つ
い
て
、
実
資
は
雅
通
に
「
大
宰
使
、
府
生
等
間
有
二

望
申
者
等
一

、
然
而
不
レ

能
二

思

得
一

、
先
令
レ

勘-

二

申
年
々
相
撲
使
勤
不
一

、
然
後
可
二

相
定
）
17
（

一

」
と
近
衛
府
生
で
望
む
者
が
あ
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
の
部
領
使
の
勤
務
態
度
を
考
慮
し
て
決
定
せ
よ
、
と
答
え
た
。
十
九
日
に
は
身
人
部
仲

信
・
若
倭
部
亮
範
・
下
毛
野
公
頼
）
18
（

が
申
文
を
提
出
し
た
。
誰
が
任
命
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
相
撲
人
選
定
に
つ
い
て
、
河
内
国
に
膂
力
者
が
多
い
と
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
国
司
が
相
撲

人
貢
上
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
り
、
相
撲
人
に
相
応
し
い
と
の
理
由
か
ら
京
上
し
て
い
た
大
宰
綱
丁
な

ど
が
相
撲
人
と
し
て
確
保
さ
れ
た
り
な
ど
）
19
（

、
部
領
使
以
外
の
相
撲
人
貢
上
も
見
え
る
）
20
（

。

②
長
和
四
年

四
月
二
十
七
日
に
相
撲
使
定
の
開
催
が
中
将
雅
通
に
命
じ
ら
れ
、
翌
月
二
日
に
定
が
行
わ
れ
た
。

判
明
し
て
い
る
部
領
使
は
高
扶
宣
・
平
奉
良
・
宇
治
可
義
忠
・
下
毛
野
公
頼
・
安
部
守
近
・
三
国
吉

高
の
六
人
で
あ
る
。
将
監
の
高
扶
宣
は
、
宣
旨
に
よ
り
伊
予
方
面
へ
の
派
遣
が
決
定
し
た
）
21
（

。
平
奉
良

は
当
初
阿
波
・
土
佐
使
で
あ
っ
た
が
、
老
齢
の
た
め
、
紀
伊
・
畿
内
使
の
宇
治
可
吉
忠
と
交
代
し
た
。

奉
良
は
か
つ
て
伯
耆
国
弁
済
使
）
22
（

で
あ
り
、
吉
忠
は
後
に
「
能
射
」
と
弓
の
腕
前
を
評
価
さ
れ
る
）
23
（

。

長
和
四
年
の
部
領
使
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
残
る
三
人
の
任
命
で
あ
る
。
当
初
実
資
に
出
さ
れ

た
定
文
で
は
、
三
国
吉
高
の
名
は
無
く
、
若
倭
部
亮
範
が
丹
波
・
丹
後
・
但
馬
、
守
近
が
因
幡
・
伯

耆
・
出
雲
・
石
見
、
公
頼
は
播
磨
・
美
作
・
備
前
・
備
中
の
部
領
使
に
、
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
。

中
将
雅
通
の
消
息
に
よ
れ
ば
、
亮
範
は
年
来
部
領
使
を
希
望
し
て
い
た
。
そ
こ
で
通
常
「
将
随
身
」

を
派
遣
す
る
枠
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
随
身
で
は
な
い
亮
範
を
「
将
随
身
」
の
代
り
と
し
て
任
命
し
た

い
、
と
の
意
見
で
あ
っ
た
）
24
（

。「
将
随
身
」
で
あ
る
が
、
三
日
条
に
は
「
丹
波
等
三
カ
国
使
以
二

中
将
随

身
一

可
二

定
遣
一

也
」
と
中
将
の
随
身
を
丹
波
な
ど
の
部
領
使
と
す
る
よ
う
に
明
記
し
て
い
る
点
が
指

摘
出
来
る
）
25
（

。
丹
波
等
の
部
領
使
は
更
に
変
更
が
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
中
将
随
身
は
因
幡
等
に
派
遣

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
）
26
（

、
そ
こ
に
任
命
さ
れ
た
三
国
吉
高
が
中
将
の
随
身
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先

に
右
中
将
藤
原
兼
隆
随
身
と
思
わ
れ
る
上
道
吉
方
を
挙
げ
た
が
、
こ
の
年
に
も
中
将
随
身
の
派
遣
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
中
将
随
身
を
任
命
す
る
枠
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
『
江
家
次
第
』
で
は
、「
関
白
・

大
将
随
身
」
と
限
定
さ
れ
て
お
り
、
中
将
の
枠
が
無
い
。

な
お
閏
六
月
五
日
に
節
会
の
停
止
が
決
ま
り
、
相
撲
人
の
貢
上
は
見
ら
れ
な
い
。

③
長
和
五
年

長
和
五
年
は
三
月
二
日
）
27
（

に
中
将
源
朝
任
に
よ
っ
て
定
が
行
わ
れ
た
。
部
領
使
と
し
て
判
明
す
る
の

は
茨
田
重
方
・
高
扶
宣
・
秦
武
重
で
あ
る
。

大
宰
使
は
当
初
摂
政
道
長
に
よ
り
道
長
随
身
の
近
衛
府
生
・
下
毛
野
公
忠
が
推
挙
さ
れ
た
が
、
病

の
為
に
遠
方
に
行
け
ず
、
山
陽
道
使
を
も
辞
退
し
て
い
た
た
め
、
実
資
が
朝
任
に
「
恪
勤
者
」
で
あ

る
府
生
・
茨
田
重
方
を
推
挙
し
て
決
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。
重
方
の
例
か
ら
は
、
勤
務
態
度
に
対
す

る
恩
賞
と
し
て
の
部
領
使
の
性
格
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
高
扶
宣
は
将
監
で
あ
る
が
、「
不
レ

可
レ

改
二

旧
主
（
三
条
天
皇
）
仰
事
一

也
」
と
あ
る
任
命
理
由
を
道
長
が
追
認
し
て
発
遣
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
は
将
監
の
任
命
が
特
殊
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

秦
武
重
は
、
翌
年
の
正
月
に
「
去
年
陸
奥
相
撲
使
秦
武
重
免
二

相
撲
一

云
々
、
仍
返
遣
、
令
レ

召

者
）
28
（

」
と
見
え
る
。
こ
の
時
ま
で
在
地
に
い
た
武
重
を
呼
び
戻
し
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
同
日
に

部
領
使
の
命
に
従
わ
な
か
っ
た
陸
奥
相
撲
人
藤
井
清
重
の
過
状
を
進
め
さ
せ
て
い
る
。

④
寛
仁
二
年

四
月
二
十
七
日
に
定
が
行
わ
れ
、
海
守
富
・
紀
元
武
・
身
人
部
保
春
・
伴
守
武
・
秦
武
方
・
三
池

保
忠
が
任
命
さ
れ
た
。

定
に
先
立
つ
二
十
四
日
、
小
一
条
院
よ
り
随
身
府
生
高
向
公
方
を
山
陰
道
使
に
と
の
推
挙
が
あ
っ

た
。
ま
た
将
監
の
身
人
部
保
春
を
宣
旨
に
よ
り
任
命
す
る
こ
と
、
賭
弓
で
三
度
射
て
三
度
的
に
当
て

た
近
衛
番
長
秦
武
方
を
任
命
す
る
こ
と
、
大
宰
使
に
希
望
者
が
い
な
け
れ
ば
実
資
随
身
の
紀
元
武
を

充
て
る
こ
と
、
恪
勤
の
者
で
あ
る
海
守
富
を
任
命
す
る
こ
と
、
以
上
の
四
点
を
実
資
が
中
将
兼
経
に

仰
せ
て
い
る
）
29
（

。
実
資
は
こ
の
時
、
年
来
、
前
摂
政
で
あ
る
道
長
の
随
身
を
任
命
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
消
息
を
尋
ね
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
二
十
七
日
条
で
は
、
ほ
ぼ
こ
の
時
の
推
挙
の
ま
ま
に
任

命
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
部
領
使
が
定
以
前
に
予
め
内
定
を
得
て
い
た
こ
と
が
言
え
る
。
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第
一
二
巻　

二
〇
〇
九
年

定
で
は
事
前
に
尋
ね
て
あ
っ
た
道
長
随
身
の
枠
に
、
伴
守
武
が
推
挙
さ
れ
た
。
紀
元
武
は
大
宰
相

撲
使
に
任
命
さ
れ
、
出
発
前
に
は
本
主
で
あ
る
実
資
に
罷
申
を
し
て
胡
籙
を
給
わ
っ
て
い
る
）
30
（

。

⑤
寛
仁
三
年

二
月
に
実
資
の
子
息
で
あ
る
資
平
が
、
道
長
に
部
領
使
の
こ
と
を
申
し
た
と
こ
ろ
、
道
長
か
ら
近

衛
・
播
磨
貞
安
を
大
宰
使
に
と
の
推
挙
が
あ
っ
た
と
実
資
に
伝
え
た
。
資
平
の
話
を
受
け
て
、
実
資

は
将
曹
紀
正
方
を
中
将
藤
原
公
成
に
遣
わ
し
て
、
道
長
の
意
思
及
び
先
に
大
宰
府
へ
の
部
領
使
を
決

定
す
る
よ
う
に
と
伝
え
た
）
31
（

。
定
の
日
は
、
実
資
が
最
初
に
仰
せ
つ
け
た
の
は
四
月
二
十
四
日
だ
が
、

一
度
延
引
さ
れ
て
）
32
（

、
翌
五
月
三
日
に
行
わ
れ
た
）
33
（

。

部
領
使
任
命
に
つ
い
て
、
公
成
が
実
資
に
語
っ
た
所
に
よ
る
と
、
公
成
が
摂
政
頼
通
に
相
撲
使
定

の
事
を
申
し
た
所
、
頼
通
か
ら
は
自
身
の
随
身
）
34
（

で
あ
る
秦
武
方
の
推
挙
が
あ
っ
た
。
し
か
し
武
方
は

後
に
部
領
使
を
辞
退
す
る
）
35
（

。
も
う
一
人
名
の
挙
が
っ
た
身
人
部
保
春
も
道
長
に
よ
る
推
薦
で
あ
り
、

こ
ち
ら
は
賭
弓
の
成
績
に
よ
る
。
こ
れ
に
対
し
実
資
は
、
保
春
が
将
監
で
あ
る
た
め
に
「
難
二

進
止
一

」

で
あ
る
が
、
気
色
に
従
う
よ
う
、
中
将
公
成
に
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
後
保
春
は
畿
内
部
領
使

に
任
命
さ
れ
た
が
、
相
撲
人
を
随
身
せ
ず
、
過
状
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
）
36
（

。

⑥
治
安
年
間

治
安
二
年
・
三
年
に
そ
れ
ぞ
れ
部
領
使
が
見
え
る
。

治
安
二
年
は
日
下
部
清
武
・
秦
吉
正
・
海
守
富
・
下
毛
野
公
忠
・
勝
良
真
・
長
谷
部
兼
行
が
部
領

使
に
任
命
さ
れ
た
）
37
（

。
こ
の
う
ち
海
守
富
は
恪
勤
者
で
あ
り
、
土
佐
使
を
希
望
し
て
い
る
。
公
忠
・
良

真
・
兼
行
ら
の
府
生
も
自
薦
に
よ
る
任
命
で
あ
り
、
部
領
使
に
何
ら
か
の
恩
典
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
出
来
る
。
清
武
は
関
白
頼
通
の
随
身
と
し
て
推
挙
さ
れ
た
。

治
安
三
年
の
部
領
使
に
は
身
人
部
信
武
・
秦
正
親
・
播
磨
貞
安
の
名
が
見
え
る
。
信
武
は
出
発
前

に
本
主
の
実
資
に
対
し
罷
申
を
行
い
）
38
（

、
正
親
は
淡
路
・
讃
岐
の
相
撲
人
を
随
身
し
て
京
上
し
た
）
39
（

。

　

貞
安
は
『
小
右
記
』
七
月
十
七
日
条
に
「
山
陽
道
相
撲
使
番
長
播
磨
貞
安
参
来
、
随-

二

身
播
磨
国

相
撲
旧
貢
二
人
・
新
点
二
人
一

」
と
見
え
る
。
旧
貢
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
何
度
か
節
会
に
参
加
し

て
い
る
相
撲
人
を
引
率
す
る
こ
と
が
、
部
領
使
の
職
務
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

⑦
万
寿
年
間

　

『
小
右
記
』
万
寿
元
年
二
月
十
六
日
条
で
は
、
府
生
勝
良
真
を
大
宰
使
に
推
挙
し
、
他
は
二
十
一

日
に
決
定
す
る
と
あ
る
。
残
念
な
が
ら
二
十
一
日
は
記
事
が
無
く
、
他
の
部
領
使
は
不
明
で
あ
る
。

万
寿
二
年
は
日
下
部
清
武
・
下
毛
野
光
武
・
藤
井
秋
堪
・
惟
宗
為
武
・
身
人
部
保
重
が
部
領
使
に

任
命
さ
れ
た
。
下
毛
野
光
武
は
源
倫
子
の
消
息
に
よ
っ
て
大
宰
使
に
推
挙
さ
れ
た
。
光
武
は
出
家
し

て
い
た
道
長
に
「
致
二

朝
夕
恪
勤
一

者
」
と
言
わ
れ
、
実
資
は
道
長
の
意
見
を
仰
い
だ
上
で
任
命
す

る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
）
40
（

。
藤
井
秋
堪
は
実
資
の
随
身
で
あ
り
、
山
陽
道
使
に
任
命
さ
れ
、
同
年
実

資
に
牛
を
進
上
し
て
い
る
）
41
（

。

三
月
十
一
日
に
実
資
が
定
文
を
下
給
し
た
後
、
変
更
が
あ
っ
た
。
十
九
日
に
、
出
雲
・
石
見
使
惟

宗
為
武
の
申
文
を
宰
相
中
将
藤
原
兼
経
に
送
り
、
そ
れ
を
資
平
が
実
資
に
伝
達
す
る
形
で
土
佐
使
の

変
更
が
知
ら
さ
れ
て
い
る
）
42
（

。
賭
弓
の
褒
賞
で
為
武
が
土
佐
使
に
な
り
、
も
と
も
と
決
定
し
て
い
た
錦

正
吉
は
大
粮
使
と
な
っ
た
）
43
（

。
こ
の
年
の
節
会
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
決
定
が
七
月
だ
っ
た
た
め
か
、

既
に
部
領
使
は
派
遣
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
身
人
部
保
重
は
山
陰
道
の
相
撲
人
を
引
率
し
、
日

下
部
清
武
は
発
遣
先
の
常
陸
国
か
ら
解
文
と
勘
文
日
記
を
携
え
て
戻
っ
て
き
た
）
44
（

。

万
寿
三
年
は
名
前
が
判
明
し
て
い
る
紀
正
方
・
秦
正
親
は
と
も
に
相
撲
人
の
貢
上
に
失
敗
し
、
過

状
を
進
め
て
い
る
）
45
（

。
正
方
は
南
海
道
に
発
遣
さ
れ
た
が
、
相
撲
人
の
富
永
が
伯
父
の
死
穢
に
触
れ
て

い
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
惟
永
が
参
上
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
解
文
を
出
さ
な
か
っ

た
こ
と
の
二
点
が
問
題
と
さ
れ
た
。
一
点
目
に
つ
い
て
は
正
方
が
先
に
京
上
し
て
お
り
、
二
点
目
は

国
司
が
参
上
さ
せ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
疑
い
を
持
た
ず
先
に
帰
洛
し
た
、
と
い
う
の
が
正

方
の
答
え
で
あ
っ
た
が
、
実
資
は
「
所
レ

申
極
愚
」
と
し
て
過
状
を
進
め
さ
せ
た
。
大
宰
使
の
秦
正

親
は
逃
亡
し
て
お
り
、
代
わ
り
に
季
頼
が
召
問
さ
れ
た
。
季
頼
は
正
親
が
任
を
果
た
せ
な
か
っ
た
理

由
を
、
船
が
無
く
参
上
が
遅
れ
た
た
め
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
山
陽
道
に
も
部
領
使
が
派
遣

さ
れ
て
い
る
が
、
名
前
は
不
明
で
あ
る
）
46
（

。

万
寿
四
年
は
、
相
撲
使
定
の
記
述
は
見
え
な
い
が
、
身
人
部
信
武
・
播
磨
為
利
・
播
磨
貞
安
・
藤

井
尚
貞
が
部
領
使
に
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
為
利
・
貞
安
・
尚
貞
の
三
人
は
、
各
々
相
撲

人
を
随
身
し
て
い
る
）
47
（

。
山
陽
道
使
の
信
武
は
実
資
の
随
身
で
、
実
資
は
「
殊
致
二

恪
勤
一

者
也
」
と

賞
賛
し
、
出
発
前
に
馬
な
ど
を
与
え
て
い
る
）
48
（

。
ま
た
こ
の
年
、
大
宰
府
管
内
諸
国
よ
り
相
撲
人
に
付

し
て
絹
・
色
革
・
営
貝
等
が
進
上
さ
れ
て
お
り
、
部
領
使
発
遣
に
伴
う
利
益
が
推
察
さ
れ
る
）
49
（

。

⑧
長
元
年
間

長
元
二
年
は
身
人
部
保
武
・
下
毛
野
光
武
の
名
が
見
え
る
。
保
武
は
山
陰
道
使
と
し
て
但
馬
相
撲

人
四
人
が
参
来
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
）
50
（

。

府
生
・
下
毛
野
光
武
は
藤
原
彰
子
に
よ
り
大
宰
使
に
推
挙
さ
れ
る
が
、
同
時
に
将
監
の
高
扶
宣
の

名
も
挙
げ
ら
れ
、
ど
ち
ら
が
相
応
し
い
か
と
頼
通
か
ら
実
資
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
）
51
（

。
実
資
は
将
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染
井　

相
撲
の
部
領
使
に
つ
い
て

監
の
任
命
は
希
代
の
こ
と
で
あ
る
と
言
い
、
府
生
に
就
任
し
て
日
が
浅
く
恪
勤
の
者
で
な
く
と
も
、

府
生
で
あ
る
光
武
が
相
応
し
い
、
と
意
見
し
て
い
る
。
こ
の
実
資
の
返
答
か
ら
も
、
将
監
の
任
命
が

特
殊
だ
っ
た
と
言
え
る
）
52
（

。

　

長
元
四
年
は
『
小
右
記
』
七
月
二
十
二
日
条
に
藤
井
尚
貞
が
相
撲
人
を
随
身
し
て
き
た
記
事
が
見

え
る
の
み
で
、
定
の
様
子
や
他
の
部
領
使
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
、
明
ら
か
に
な
っ
た
長
和―

長
元
年
間
の
部
領
使
の
特
徴
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

①
随
身
の
任
命
、
②
恪
勤
者
の
任
命
、
③
能
射
へ
の
褒
賞
、
④
随
身
の
推
挙
だ
け
で
な
く
、
大
宰

使
な
ど
に
は
府
生
の
自
薦
が
あ
っ
た
こ
と
、
⑤
将
監
の
任
命
が
特
別
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
、
⑥
中

将
の
随
身
を
任
命
す
る
枠
が
あ
っ
た
こ
と
、
以
上
の
六
点
で
あ
る
。

な
お
長
元
四
年
以
降
の
部
領
使
は
寛
治
二
年
ま
で
名
が
見
え
な
く
な
る
。
こ
れ
は
『
小
右
記
』
の

記
述
が
長
久
元
年
頃
ま
で
で
あ
る
こ
と
、
実
資
以
降
は
近
衛
大
将
・
次
将
の
記
録
が
な
い
、
と
い
っ

た
史
料
上
の
問
題
が
大
き
い
。
但
し
こ
の
間
も
相
撲
節
会
は
断
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
部
領
使
も

発
遣
さ
れ
て
い
た
と
推
測
出
来
る
。
第
二
章
で
は
、
再
び
具
体
的
に
解
る
寛
治
年
間
か
ら
永
久
元
年

ま
で
の
部
領
使
を
み
て
い
く
。

第
二
章　

院
政
期
の
部
領
使

①
寛
治
年
間

院
政
期
は
相
撲
節
会
自
体
の
開
催
が
減
少
し
、
ま
た
『
小
右
記
』
の
藤
原
実
資
の
よ
う
な
近
衛
大

将
に
よ
る
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
相
撲
使
定
の
記
述
も
発
遣
が
解
る
事
例
も

少
な
い
。
し
か
し
相
撲
人
引
率
の
際
に
名
前
が
解
る
事
例
も
あ
り
、
部
領
使
に
任
命
さ
れ
た
近
衛
府

下
級
武
官
を
幾
人
か
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

寛
治
年
間
に
お
い
て
は
、
ま
ず
寛
治
二
年
の
部
領
使
と
し
て
藤
原
師
実
・
師
通
の
随
身
で
あ
る
下

毛
野
武
忠
が
判
明
す
る
。
武
忠
は
賀
茂
行
幸
に
お
い
て
馬
場
殿
に
留
め
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由

が
部
領
使
で
あ
る
こ
と
だ
と
推
測
さ
れ
る
）
53
（

。

寛
治
五
年
は
『
二
条
師
通
記
』
二
月
十
四
日
条
に
、
相
撲
使
定
の
記
事
が
み
え
る
。
こ
の
時
任
命

さ
れ
た
の
は
年
預
弓
方
府
生
秦
公
利
で
、
藤
原
忠
実
の
随
身
で
あ
っ
た
。
公
利
は
弓
の
名
手
で
あ
っ

た
よ
う
で
、
忠
実
の
弓
の
師
で
も
あ
っ
た
）
54
（

。

寛
治
六
年
の
秦
助
久
は
、
藤
原
師
実
・
師
通
・
宗
能
の
随
身
で
あ
り
、
永
長
元
年
の
賭
弓
に
参
加

し
た
。
こ
の
年
は
相
撲
人
が
美
濃
方
面
か
ら
参
上
し
た
こ
と
が
解
る
）
55
（

。

寛
治
七
年
の
秦
正
重
は
東
山
道
使
で
、
出
羽
守
源
信
明
の
合
戦
に
関
す
る
申
文
を
提
出
し
た
）
56
（

。

②
康
和
年
間

康
和
元
年
三
月
十
二
日
、
右
大
将
源
雅
実
が
右
権
中
将
藤
原
顕
実
を
関
白
藤
原
師
通
に
遣
わ
し

て
、
部
領
使
を
決
め
る
こ
と
を
伝
え
た
。「
誰
随
身
可
レ

遣-

二

差
之
一

、
近
衛
行
久
当
二

其
仁
一

、
武
忠

当
二

其
巡
一

者
」
と
の
意
見
に
、
府
生
の
武
忠
を
差
し
遣
わ
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
）
57
（

。
前
後
の
史
料
か

ら
類
推
す
る
に
、
二
人
と
も
師
通
の
随
身
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
相
撲
使
定
に
お
い
て
、『
小
右

記
』
で
は
近
衛
府
将
官
と
摂
関
の
随
身
を
推
挙
す
る
枠
が
あ
り
、
そ
の
枠
に
誰
を
推
挙
す
る
の
か
が

問
題
で
あ
っ
た
が
、
康
和
元
年
で
は
「
誰
の
」
随
身
を
推
挙
す
る
か
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
な
お
五

月
に
、「
世
間
不
レ

静
）
58
（

」
と
の
理
由
か
ら
、
発
遣
が
停
止
さ
れ
た
。

康
和
四
年
は
相
撲
使
定
の
記
述
は
見
え
な
い
が
、
下
毛
野
敦
時
が
部
領
使
と
な
り
、
忠
実
か
ら
馬

を
一
疋
賜
っ
て
い
る
）
59
（

。③
長
治
年
間

長
治
元
年
部
領
使
の
秦
公
種
は
、
本
主
忠
実
か
ら
推
挙
さ
れ
た
）
60
（

。
こ
の
時
は
忠
実
が
大
将
の
言
葉

を
伝
え
に
来
た
右
少
将
源
師
時
に
対
し
、「
余
今
年
右
府
生
公
種
可
レ

被
レ

遣
也
」
と
返
答
し
、
大
将

は
予
め
忠
実
の
随
身
が
推
挙
さ
れ
る
よ
う
、
連
絡
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
忠
実
は
当
時
、
右
大

臣
・
東
宮
傅
で
あ
っ
た
。
部
領
使
下
毛
野
敦
時
は
節
会
前
に
、
忠
実
に
馬
二
疋
を
将
来
し
た
）
61
（

。

長
治
二
年
の
中
臣
兼
近
・
佐
伯
国
重
は
、
と
も
に
忠
実
の
随
身
と
思
わ
れ
る
。
左
近
中
将
藤
原
俊

忠
か
ら
相
撲
使
定
の
連
絡
を
受
け
た
忠
実
が
、
自
分
の
随
身
の
誰
を
派
遣
す
べ
き
か
を
随
身
所
に
尋

ね
、
左
右
番
長
で
あ
る
二
人
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
決
定
し
た
）
62
（

。
こ
こ
で
も
「
誰
を
」
発
遣
す
る
か
よ

り
、「
誰
の
」
随
身
を
発
遣
す
る
か
に
重
点
が
置
か
れ
、
本
主
が
重
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
天
永
二
年

天
永
二
年
の
部
領
使
に
は
、
下
毛
野
近
季
・
中
臣
兼
近
・
重
久
が
見
え
る
）
63
（

。
任
命
の
経
緯
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
近
季
は
院
の
、
兼
近
は
摂
関
家
の
随
身
で
あ
る
）
64
（

。
ま
た
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た

よ
う
に
、
山
陰
道
相
撲
人
を
巡
り
左
右
近
衛
府
で
争
い
、
国
司
が
近
衛
府
に
相
撲
人
を
進
上
す
る
慣

例
が
あ
っ
た
こ
と
、
相
撲
人
の
所
属
が
父
祖
の
所
属
に
よ
っ
て
決
定
し
た
こ
と
な
ど
が
判
る
）
65
（

。

⑤
永
久
元
年

永
久
元
年
閏
三
月
二
十
八
日
に
相
撲
使
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
『
長
秋
記
』
同
日
条
に
見
え
、
惟
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第
一
二
巻　

二
〇
〇
九
年

宗
忠
清
・
秦
兼
久
・
下
毛
野
武
正
・
秦
行
重
の
名
が
見
え
る
。

　

忠
清
は
「
陣
恪
勤
」
と
し
て
任
命
さ
れ
、
武
正
・
行
重
は
そ
れ
ぞ
れ
摂
政
忠
実
・
右
近
衛
大
将
藤

原
家
忠
の
随
身
で
あ
る
）
66
（

。
兼
久
は
「
院
分
」
で
、
こ
の
他
の
記
事
で
も
「
院
候
人
」
と
表
現
さ
れ
て

お
り
、
白
河
院
の
随
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
）
67
（

。
院
の
随
身
で
任
命
が
は
っ
き
り
と
解
る
人
物
は

他
に
見
え
な
い
が
、
院
政
期
に
な
っ
て
、
摂
関
・
近
衛
府
将
官
以
外
の
随
身
が
部
領
使
に
任
命
さ
れ

る
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
年
は
節
会
が
中
止
に
な
り
、
実
際
の
発
遣
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
節
会
自
体
が
衰
退
し
、
部

領
使
の
発
遣
と
任
命
も
見
え
な
く
な
り
、
具
体
的
な
人
名
が
判
明
す
る
の
は
こ
の
年
ま
で
で
あ
る
。

以
上
、
事
例
は
少
な
い
が
、
院
政
期
の
部
領
使
を
お
お
ま
か
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
随
身
の
任
命
、
②
恪
勤
者
の
任
命
、
③
能
射
へ
の
褒
賞
、
④
誰
を
任
命
す
る
の
か
で
は
な
く
、

「
誰
の
」
随
身
を
任
命
す
る
か
に
重
き
を
置
い
て
い
る
こ
と
、
の
四
点
で
あ
る
。

随
身
・
恪
勤
者
・
能
射
の
三
点
は
、
同
時
期
に
書
か
れ
た
『
江
家
次
第
』
の
記
述
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
。
摂
関
期
で
の
任
命
と
大
筋
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
細
部
で
は
違
い
が
見
ら
れ
る
。
特
に
四

点
目
の
、
随
身
自
身
で
は
な
く
そ
の
本
主
に
重
き
を
置
い
た
点
が
そ
う
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
部
領
使
の
特
徴
を
ま
と
め
た
い
。

第
三
章　

平
安
時
代
の
部
領
使
の
特
色

以
上
明
ら
か
に
な
っ
た
摂
関
・
院
政
期
に
お
け
る
部
領
使
の
実
態
か
ら
は
、
①
随
身
、
②
恪
勤
、

③
能
射
、
と
い
う
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
先
に
引
用
し
た
『
江
家
次
第
』「
関
白
・
大
将

随
身
、
陣
官
、
賭
弓
矢
数
者
」
の
記
述
に
対
応
す
る
が
、
厳
密
に
は
一
致
し
な
い
。

ま
ず
一
点
目
の
随
身
に
つ
い
て
。『
江
家
次
第
』
で
は
関
白
・
大
将
の
随
身
と
さ
れ
る
が
、
摂
関

期
で
は
関
白
・
近
衛
大
将
の
随
身
に
限
定
さ
れ
ず
、
中
将
の
随
身
も
推
挙
さ
れ
た
）
68
（

。
永
久
元
年
に
は

「
院
分
」
と
あ
り
、
院
随
身
の
枠
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
随
身
で
あ
れ
ば
本
主
か
ら
の
推
挙
が
必
要

で
あ
り
、
管
見
の
限
り
例
外
は
無
か
っ
た
。
中
将
の
推
挙
は
院
政
期
に
は
見
え
な
く
な
る
が
、
こ
の

背
景
に
は
中
将
の
人
員
増
加
や
、
地
位
の
低
下
が
考
え
ら
れ
る
）
69
（

。

二
点
目
の
「
恪
勤
」
と
い
う
評
価
は
随
身
の
勤
務
態
度
に
も
用
い
ら
れ
る
が
）
70
（

、
近
衛
府
官
人
に
多

い
。
部
領
使
に
任
命
さ
れ
た
近
衛
府
官
人
の
官
職
を
見
る
と
、
府
生
が
多
く
、
摂
関
期
で
は
特
に
府

生
か
ら
恪
勤
者
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
下
級
武
官
の
中
で
も
将
監
の
任
命
は
特
殊
な
こ
と

と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
）
71
（

。

三
点
目
の
「
能
射
」
と
は
、
弓
の
名
手
の
任
命
で
あ
り
、
特
に
賭
弓
の
成
績
優
秀
者
は
部
領
使
に

任
命
さ
れ
て
い
る
）
72
（

。
他
に
も
能
射
と
評
価
さ
れ
た
近
衛
府
武
官
の
任
命
が
多
い
。
近
衛
府
武
官
の
武

芸
の
中
で
弓
の
腕
前
が
注
目
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
）
73
（

。
ま
た
節
会
自
体
が
弓
射
儀
礼
と
関
係
が
深

く
）
74
（

、
両
者
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

摂
関
期
と
院
政
期
の
部
領
使
の
違
い
で
顕
著
な
も
の
は
、
自
薦
に
よ
る
任
命
が
摂
関
期
に
は
あ
る

が
、
院
政
期
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
府
生
ら
が
大
将
に
申
文
を
提
出
し
、
定

か
そ
れ
以
前
に
決
定
さ
れ
た
。
特
に
長
和
二
年
・
寛
仁
二
年
の
事
例
か
ら
は
、
府
生
の
多
く
が
大
宰

使
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
）
75
（

。

で
は
何
故
、
府
生
は
部
領
使
へ
の
任
命
を
望
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、

ま
ず
本
主
か
ら
物
を
給
う
罷
申
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
）
76
（

。
一
方
で
、
部
領
使
が
本
主
に
対
し

て
馬
や
牛
な
ど
を
貢
上
す
る
例
も
あ
り
）
77
（

、
本
主
に
と
っ
て
も
利
益
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

次
い
で
発
遣
さ
れ
た
部
領
使
に
対
す
る
、
在
地
で
の
供
給
が
挙
げ
ら
れ
る
。
節
会
が
廃
絶
し
た
正
治

二
年
の
大
宰
府
申
文
に
は
「
請
レ

被
レ

停-

二

止
相
撲
使
・
蔵
人
所
使
・
官
使
等
供
給
雑
事
非
法
過
差
一

事
）
78
（

」
と
み
え
、
部
領
使
が
在
地
で
歓
待
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
実
態
は
明
ら
か
で
は

な
い
。
ま
た
相
撲
人
に
伴
っ
て
大
宰
府
よ
り
絹
な
ど
が
進
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
本
主
の
側

の
利
益
も
想
像
で
き
る
）
79
（

。
院
政
期
で
は
特
に
大
宰
使
へ
の
任
命
を
望
む
者
が
多
い
が
、
こ
う
い
っ
た

収
入
が
背
景
と
し
て
推
測
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
近
衛
府
生
が
能
射
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
発
遣
先
で
供
給
を
受
け
る
様
子
が
『
宇
治
拾
遺

物
語
』
に
描
か
れ
て
い
る
。
何
時
の
時
期
を
素
材
に
し
た
説
話
で
は
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
小

右
記
』
な
ど
に
見
え
る
摂
関
期
の
部
領
使
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
。

最
後
に
、
部
領
使
の
衰
退
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
永
久
元
年
の
節
会
が
部
領
使
決
定
後
に
停
止
さ

れ
る
と
、
長
ら
く
相
撲
節
会
は
開
催
さ
れ
ず
、
再
開
後
も
部
領
使
の
記
事
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
部

領
使
に
つ
い
て
記
す
史
料
の
残
存
状
況
も
影
響
す
る
た
め
、
一
概
に
断
絶
し
た
と
は
言
え
な
い
の
で

あ
る
が
、
衰
退
の
原
因
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
院
政
期
に
相
撲
人
を
出
す
家
が
決
ま
っ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
）
80
（

。
相
撲
人
が
安
定
し
て
節
会
に
参
加
す
る
体
制
が
整
っ
た
こ
と
で
、
部
領
使
発
遣
の
意
義

が
薄
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
推
測
に
な
る
が
、
近
衛
府
の
変
化
を
指
摘
し
た
い
。
元
来

内
裏
の
守
護
を
主
な
職
と
し
、
京
中
の
治
安
維
持
の
役
割
か
ら
も
離
れ
た
近
衛
府
は
、
在
地
と
の
関

係
が
非
常
に
薄
い
）
81
（

。
院
政
期
に
検
非
違
使
・
衛
門
府
が
京
中
の
治
安
維
持
を
担
い
、
ま
た
京
都
か
ら

の
地
方
赴
任
自
体
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
近
衛
府
官
人
が
諸
国
に
発
遣
さ
れ
る
機
会
が
減
少
し
、

そ
の
過
程
で
部
領
使
も
衰
退
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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染
井　

相
撲
の
部
領
使
に
つ
い
て

お
わ
り
に

部
領
使
の
特
徴
は
、
大
ま
か
に
①
随
身
、
②
能
射
、
③
恪
勤
、
の
三
点
に
分
け
ら
れ
る
。
随
身
は

摂
関
期
に
は
近
衛
中
将
ら
が
随
身
を
推
薦
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
次
第
に
摂
関
家
・
近
衛
大
将
の

随
身
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
随
身
も
本
主
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

近
衛
府
官
人
が
部
領
使
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
の
利
点
は
不
明
で
あ
る
が
、
部
領
使
本
人
に
は
在
地

で
の
供
給
が
、
本
主
に
は
そ
こ
か
ら
の
貢
上
と
い
う
利
点
が
推
測
で
き
よ
う
。
部
領
使
の
衰
退
に
は

節
会
そ
の
も
の
の
衰
退
の
ほ
か
、
相
撲
人
の
貢
上
の
安
定
や
近
衛
府
の
変
質
が
推
測
さ
れ
る
。

従
来
、
部
領
使
は
あ
ま
り
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
相
撲
節
会
研
究
の
視
点
か
ら
だ
け
で
な

く
、
摂
関
・
院
政
期
の
近
衛
府
の
実
態
を
考
察
す
る
上
で
も
、
有
効
な
糸
口
と
な
ろ
う
。

注

（
１
）　

平
安
時
代
の
古
記
録
で
は
「
相
撲
使
」
と
書
く
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、『
江
家
次
第
』
に
「
万
葉
コ
ト
リ

ツ
カ
イ
ト
云
也
」
と
あ
り
、
初
見
史
料
で
あ
る
『
万
葉
集
』
巻
五
（
八
六
四
・
八
六
八
）
は
「
相
撲
部
領
使
」
と
し
、

本
論
で
は
引
用
・
相
撲
使
定
を
除
き
、
よ
り
一
般
的
な
用
語
で
あ
る
「
部
領
使
」
を
用
い
た
。

（
２
）　

『
江
家
次
第
』
巻
八
。

（
３
）　

主
な
も
の
に
、
大
日
方
克
己
『
相
撲
節
』（
同
『
古
代
国
家
と
年
中
行
事
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
、
の
ち

講
談
社
学
術
文
庫
）、
新
田
一
郎
『
相
撲
の
歴
史
』、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
四
、
野
口
実
「
相
撲
人
と
武
士
」

（
『
東
国
中
世
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
）、
吉
田
早
苗
「
平
安
前
期
の
相
撲
人
」（
〈
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
〉、
一
九
九
七
）、
同
「
平
安
前
期
の
相
撲
節
」（
〈
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
〉

七
四
、一
九
九
七
）、
同
「
「
中
右
記
部
類
」
と
相
撲
」（
〈
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
〉
八
、一
九
九
八
）
な
ど
。

（
４
）　

佐
々
木
恵
介
「
『
小
右
記
』
に
み
る
摂
関
期
近
衛
府
の
政
務
運
営
」（
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本

律
令
制
論
集
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
）
三
五
五
頁
。

（
５
）　

随
身
の
官
職
・
人
数
は
『
北
山
抄
』
な
ど
参
照
。
摂
関
家
随
身
に
つ
い
て
は
中
原
俊
章
「
中
世
随
身
の
存
在

形
態―

随
身
家
下
毛
野
氏
を
中
心
に
し
て―

」（
〈
ヒ
ス
ト
リ
ア
〉
六
七
、一
九
七
五
）。

（
６
）　

佐
々
木
氏
前
掲
注
四
、
鳥
谷
智
文
Ａ
「
王
朝
国
家
期
に
お
け
る
近
衛
府
府
務
運
営
の
一
考
察
」（
〈
史
学
研
究
〉

一
九
九
、一
九
九
三
）・
Ｂ
「
王
朝
国
家
期
に
お
け
る
近
衛
府
大
将
の
役
割
」（
〈
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究

紀
要
〉
三
六
、一
九
九
三
）。

（
７
）　

佐
々
木
・
鳥
谷
両
氏
は
、
複
数
の
次
将
の
決
定
が
原
則
だ
が
一
人
で
行
う
事
も
あ
っ
た
と
す
る
。

（
８
）　

佐
々
木
三
七
四
頁
。

（
９
）　

『
小
右
記
』
長
和
二
年
二
月
十
五
日
条
。

（
10
）　

『
小
右
記
』
長
和
二
年
正
月
二
十
六
日
条
。

（
11
）　

十
九
日
に
は
身
人
部
保
春
を
し
て
土
佐
相
撲
使
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

（
12
）　

『
小
右
記
』
長
和
二
年
二
月
十
九
日
条
。

（
13
）　

こ
の
年
の
ほ
か
、
後
述
す
る
長
和
三
年
、
長
和
五
年
、
寛
仁
二
年
、
寛
仁
三
年
が
あ
る
。

（
14
）　

『
小
右
記
』
長
和
二
年
二
十
日
。

（
15
）　

『
小
右
記
』
長
和
二
年
二
十
一
日
条
。

（
16
）　

『
小
右
記
』
長
和
二
年
七
月
二
十
一
日
条
。

（
17
）　

『
小
右
記
』
長
和
二
年
二
月
十
五
日
条
。

（
18
）　

大
日
本
古
記
録
本
で
は
弓
削
公
頼
と
す
る
が
、
弓
削
公
頼
は
文
官
で
あ
り
近
衛
府
官
人
で
あ
っ
た
形
跡
が
見

ら
れ
な
い
事
か
ら
、
下
毛
野
公
頼
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
19
）　

『
小
右
記
』
長
和
二
年
七
月
十
九
日
条
・
二
十
日
条
・
二
十
一
日
条
。

（
20
）　

節
会
終
了
後
、
部
領
使
が
相
撲
人
を
期
日
ま
で
に
貢
上
さ
せ
た
か
ど
う
か
の
勘
文
を
作
り
、
後
の
部
領
使
を

任
命
す
る
時
の
参
考
と
す
る
よ
う
、
定
め
て
い
る
（
『
小
右
記
』
長
和
二
年
八
月
十
六
日
条
）。

（
21
）　

長
元
二
年
に
同
じ
く
、「
将
監
依
二

宣
旨
一

遣
レ

之
、
非
二

大
将
進
退
一

、
就
レ

中
将
監
扶
宣
、
依
二

宣
旨
一

差
遣

（
『
小
右
記
』
長
和
四
年
五
月
二
日
条
）
」
と
、
将
監
の
任
命
が
近
衛
大
将
の
進
退
に
な
い
こ
と
、
宣
旨
で
将
監
を

遣
わ
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
日
条
で
は
、
宣
旨
の
無
い
将
監
・
播
磨
保
信
の
任
命
を
「
太

無
便
事
也
」
と
難
色
を
示
し
て
い
る
。

（
22
）　

『
権
記
』
長
保
元
年
十
月
八
日
条
。

（
23
）　

『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
元
年
正
月
十
八
日
条
、『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
正
月
十
日
条
。

（
24
）　

『
小
右
記
』
長
和
四
年
五
月
二
日
条
「
中
将
消
息
云
、
府
生
亮
範
年
来
相
願
上
、
無
頼
殊
甚
、
将
随
身
定
遣
例
也
、

其
代
定-

二

遣
亮
範
一

也
者
」
と
あ
る
。
実
資
が
亮
範
に
反
対
し
た
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
任
命
さ
れ
た
亮
範

の
勤
務
態
度
に
問
題
が
あ
り
、
三
月
に
は
過
状
を
進
め
て
い
る
た
め
で
あ
る
（
同
日
条
）。
こ
の
時
、
実
資
は
亮

範
の
発
遣
先
を
公
頼
に
、
公
頼
の
発
遣
先
を
守
近
に
、
守
近
の
発
遣
先
を
随
身
近
衛
に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更
す
る

よ
う
に
伝
え
た
。

（
25
）　

三
日
、
実
資
の
指
摘
を
受
け
た
雅
通
は
、
亮
範
を
外
し
、
公
頼
は
府
生
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
改
め
ず
に
播
磨
・

美
作
・
備
前
・
備
中
へ
の
部
領
使
と
し
た
。

（
26
）　

実
資
は
守
近
を
伯
耆
以
下
三
カ
国
の
部
領
使
に
す
る
よ
う
指
示
し
た
が
、
雅
通
が
「
因
幡
已
下
国
々
劣
レ

自
二

丹
波
等
国
々
一

（
長
和
四
年
五
月
三
日
条
）
」
だ
と
し
て
中
将
随
身
（
三
国
吉
高
）
と
入
れ
替
え
た
。

（
27
）　

『
小
右
記
』
長
和
五
年
三
月
二
日
条
。
以
下
の
引
用
も
同
じ
。

（
28
）　

『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
元
年
正
月
十
一
日
条
。

（
29
）　

『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
四
月
二
四
日
条
。
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（
30
）　

『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
閏
四
月
二
日
条
。

（
31
）　

長
和
三
年
二
月
十
九
日
条
に
、「
今
月
内
可
レ

定-

二

遣
陸
奥
・
大
宰
等
使
一

」
と
の
実
資
の
見
解
が
見
え
て
お
り
、

大
宰
府
へ
の
部
領
使
を
他
に
先
ん
じ
て
二
月
に
決
定
す
る
こ
と
に
特
に
問
題
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
長
和
三
年
は
内
裏
焼
亡
の
た
め
、
節
会
と
相
撲
使
定
の
中
止
が
二
月
に
決
定
し
た
。

（
32
）　

『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
四
月
二
十
七
日
条
。
刀
伊
の
入
寇
の
た
め
延
引
か
。

（
33
）　

以
下
、『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
五
月
三
日
条
。

（
34
）　

『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
四
月
二
十
七
日
条
。

（
35
）　

辞
退
理
由
は
、
道
長
随
身
の
下
毛
野
光
武
が
長
年
部
領
使
を
務
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
ら
し
い
。

（
36
）　

『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
八
月
一
日
条
。

（
37
）　

『
小
右
記
』
治
安
二
年
四
月
二
十
六
日
条
。

（
38
）　

『
小
右
記
』
治
安
三
年
五
月
二
日
条
。

（
39
）　

『
小
右
記
』
治
安
三
年
七
月
十
九
日
条
。

（
40
）　

『
小
右
記
』
万
寿
二
年
二
月
十
一
日
条
。

（
41
）　

『
小
右
記
』
万
寿
二
年
七
月
十
四
日
条
。

（
42
）　

『
小
右
記
』
万
寿
二
年
三
月
十
九
日
条
。

（
43
）　

正
吉
は
将
監
高
扶
宣
の
舎
人
。
史
料
に
は
「
粮
使
」。（
『
小
右
記
』
万
寿
二
年
三
月
十
九
日
条
）

（
44
）　

『
小
右
記
』
同
年
七
月
二
十
一
日
条
。
常
陸
国
で
相
撲
人
公
候
有
恒
が
、
平
維
衡
に
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
き
、

関
係
者
の
書
類
を
携
え
て
の
帰
還
で
あ
っ
た
。

（
45
）　

『
小
右
記
』
万
寿
三
年
七
月
三
十
日
条
。

（
46
）　

『
小
右
記
』
万
寿
三
年
七
月
二
十
三
日
条
。

（
47
）　

『
小
右
記
』
万
寿
四
年
七
月
二
十
一
日
条
。

（
48
）　

『
小
右
記
』
万
寿
四
年
五
月
二
十
日
条
。

（
49
）　

『
小
右
記
』
万
寿
四
年
七
月
二
十
二
日
条
。

（
50
）　

『
小
右
記
』
長
元
二
年
七
月
廿
一
日
条
。

（
51
）　

『
小
右
記
』
長
元
二
年
閏
二
月
二
十
五
日
条
。

（
52
）　

長
和
二
年
・
長
和
四
年
・
長
和
五
年
・
寛
仁
二
年
・
寛
仁
三
年
。
将
監
が
任
命
さ
れ
る
場
合
、
宣
旨
に
よ
っ

て
決
定
す
る
。

（
53
）　

『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
二
年
四
月
二
十
七
日
条
。

（
54
）　

『
殿
暦
』
康
和
四
年
七
月
二
十
二
日
条
。

（
55
）　

『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
六
年
八
月
十
九
日
条
。

（
56
）　

『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
七
年
六
月
十
八
日
条
。

（
57
）　

『
後
二
条
師
通
記
』
康
和
元
年
三
月
十
二
日
条
。
な
お
こ
こ
に
見
え
る
「
巡
」「
任
」
の
問
題
で
あ
る
が
、
部

領
使
任
命
に
関
し
て
は
他
に
類
例
が
見
ら
れ
な
い
。
年
労
制
度
と
部
領
使
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

（
58
）　

『
後
二
条
師
通
記
』
五
月
十
五
日
条
。

（
59
）　

『
殿
暦
』
康
和
四
年
五
月
一
日
条
。

（
60
）　

『
殿
暦
』
長
治
元
年
三
月
十
九
日
条
。

（
61
）　

『
殿
暦
』
長
治
元
年
七
月
二
十
日
条
。

（
62
）　

『
殿
暦
』
長
治
二
年
二
月
二
十
日
条
。

（
63
）　

こ
の
時
、
検
非
違
使
尉
の
源
重
時
（
美
濃
源
氏
）
が
相
撲
人
真
俊
（
武
藤
太
）
を
引
率
し
た
が
、
番
に
は
名

が
見
え
な
い
。
郎
等
を
出
し
た
が
、
選
ば
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
64
）　

『
殿
暦
』
長
治
元
年
十
月
十
三
日
条
に
よ
る
と
、
兼
近
は
院
の
御
随
身
で
あ
っ
た
が
、
忠
実
の
申
請
に
よ
り
、

院
か
ら
忠
実
の
御
随
身
に
給
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
65
）　

『
長
秋
記
』
天
永
二
年
八
月
十
二
・
十
五
日
条
。
因
幡
相
撲
人
（
丸
部
貞
宗
・
貞
成
、
服
常
方
）
を
、
そ
の
父

祖
が
右
近
衛
府
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
因
幡
国
司
が
右
近
衛
府
に
貢
上
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
左
近

衛
府
部
領
使
が
、
右
近
衛
府
部
領
使
が
国
を
過
ぎ
た
こ
と
を
口
実
に
、
左
近
衛
府
に
所
属
す
る
よ
う
勧
め
た
。

相
撲
人
ら
は
左
近
衛
府
の
相
撲
人
と
し
て
上
洛
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
上
洛
し
て
父
祖
の
所
属
し
た
右
近
衛
府

に
参
っ
て
か
ら
、
宣
旨
に
よ
っ
て
去
就
を
決
め
る
と
し
た
。
左
近
衛
府
は
、
道
中
で
相
撲
人
を
襲
い
、
そ
の
後

は
節
会
以
前
に
虚
偽
の
訴
え
を
す
る
な
ど
し
た
が
、
失
敗
し
、
因
幡
相
撲
人
は
右
近
衛
府
か
ら
出
場
し
た
。

（
66
）　

史
料
大
成
本
で
は
「
兵
衛
」、
大
日
本
史
料
で
は
「
近
衛
」。
大
成
本
の
誤
り
か
。

（
67
）　

『
中
右
記
』
長
治
二
年
四
月
十
七
日
条
。

（
68
）　

長
和
二
年
・
長
和
四
年
が
そ
の
例
に
あ
た
る
。
ま
た
道
長
や
忠
実
が
摂
関
の
任
に
無
い
時
で
も
随
身
推
挙
を

行
う
こ
と
を
考
え
る
に
、「
関
白
」
と
限
定
さ
れ
ず
、
緩
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
69
）　

笹
山
晴
生
「
承
和
の
変
以
降
の
推
移
」（
同
『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
五
）
二
八
〇
頁
以
下
。

（
70
）　

万
寿
二
年
の
下
毛
野
光
武
が
道
長
に
対
し
、
恪
勤
と
評
さ
れ
て
い
る
。

（
71
）　

注
五
一
。

（
72
）　

寛
仁
二
年
の
秦
武
方
・
寛
仁
三
年
の
身
人
部
保
春
・
万
寿
二
年
の
惟
宗
為
武
。
為
武
は
長
元
元
年
に
能
射
で

府
掌
に
推
薦
さ
れ
る
（
『
小
右
記
』
長
元
元
年
八
月
二
十
三
日
条
）。

（
73
）　

近
衛
府
官
人
と
弓
射
儀
礼
の
関
係
は
、
高
橋
昌
明
「
遊
興
の
武
・
辟
邪
の
武
」（
同
『
武
士
の
成
立
、
武
士
像

の
創
出
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
、
初
出
一
九
九
七
）
が
示
唆
に
富
む
。
な
お
部
領
使
任
命
の
理
由
に

は
述
べ
ら
れ
な
い
が
、
随
身
の
多
く
は
競
馬
で
の
活
躍
が
見
え
る
。

（
74
）　

『
江
家
次
第
』
巻
八
。
弓
場
始
が
な
け
れ
ば
賭
弓
が
な
く
、
賭
弓
が
な
け
れ
ば
相
撲
が
な
い
。

（
75
）　

寛
仁
二
年
は
希
望
者
が
い
な
い
場
合
、
右
近
衛
大
将
実
資
の
随
身
を
充
て
る
と
な
っ
て
い
た
。

（
76
）　

万
寿
四
年
の
身
人
部
信
武
・
康
和
四
年
の
下
毛
野
敦
時
。

（
77
）　

寛
仁
二
年
の
藤
井
秋
堪
・
長
治
元
年
の
下
毛
野
敦
時
。
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相
撲
の
部
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に
つ
い
て

（
78
）　

『
猪
熊
関
白
記
』
正
治
二
年
七
月
十
二
日
条
。

（
79
）　

前
掲
注
四
九
。

（
80
）　

前
掲
野
口
氏
論
文
。

（
81
）　

部
領
使
と
な
っ
た
近
衛
府
官
人
の
中
に
も
、
陸
奥
交
易
使
と
な
っ
て
地
方
に
発
遣
さ
れ
た
下
毛
野
公
忠
の
例

が
あ
る
が
（
『
左
経
記
』
万
寿
三
年
十
一
月
二
十
八
日
条
）、
近
衛
府
官
人
に
よ
る
下
向
は
盛
ん
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。

﹇
付
記
﹈

本
稿
提
出
後
、
大
日
方
克
己
氏
「
院
政
期
の
王
権
と
相
撲
儀
礼
」（
〈
古
代
文
化
〉
六
一
ノ
三
、二
〇
〇
九
）
が
発
表

さ
れ
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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部領使一覧表

年 人名
官職 理由

使わされた先 随身本主 出典
随身 府生 番長 その他官職 恪勤 能射 その他

長和２

上道吉方 ○ 土佐使 藤原兼隆 小右記長和2.2.18/19
荒木武晴 ○ 「一道使」 藤原実資 小右記長和2.2.19
下毛野公助 将監 宣旨 南海道使 ― 小右記長和2.20/7.21
尾張公時 ○ 山陽道使 藤原道長(寛弘8）小右記長和2.2.20
身人部仲信 ○ 大宰使 ― 小右記長和2.2.19
若倭部亮範 ○ 大宰使 ― 小右記長和2.2.19
下毛野公頼 ○ 大宰使 ― 小右記長和2.2.19
一人 ― ― ― ― 不明 ― 小右記長和2.20/7.21

長和４

高扶宣 将監 ● 宣旨 伊予・讃岐・淡路・阿波 ― 小右記長和4.5.2
平奉良 ○ 畿内・紀伊使 ― 小右記長和4.5.3
宇自可義忠 ○ ● 土佐使 ― 小右記長和4.5.3
下毛野公頼 ○ 播磨・美作・備前・備中使 （藤原実資） 小右記長和4.5.3
安倍守近 ○ ● 丹波・丹後・但馬・因幡 藤原実資 小右記長和4.5.2/3
三国吉高 ○ 伯耆・出雲・石見 源雅通 小右記長和4.5.2/3
（若倭部亮範） ○ × ― 小右記長和4.5.2/3

長和５

高扶宣 将監 ― 小右記長和5.3.2
茨田重方 ○ ○ ― 小右記長和5.3.2
秦武重 ○ 陸奥相撲使 ― 御堂関白記寛仁1.1.11
（下毛野公忠） ○ ○ × 藤原道長・頼通 小右記長和5.3.2

（寛仁１） 下毛野公時 ○ ● 「相撲使」 藤原道長 御堂関白記寛仁1.8.24

寛仁２

海守富 ○ ○ ○ 山陰か山陽か南海道 平惟仲(長保3) 小右記寛仁2.4.27
紀基武 ○ ● 大宰使 藤原実資 小右記寛仁2.4.27/④2
六人部保春 将監 ● 畿内 ― 小右記寛仁2.4.27
伴守武 ○ ● 紀伊か土佐 藤原道長(長和5) 小右記寛仁2.4.27
秦武方 ○ ○ × 藤原頼通 小右記寛仁2.4.24/27
三池保忠 ○ 藤原頼通 小右記寛仁2.4.27

寛仁３

播磨貞安 ○ 大宰府 藤原道長 小右記寛仁3.2.26
（秦武方） ○ ○ 藤原頼通カ 小右記寛仁3.5.3
下毛野光武 ○ ● 藤原道長 小右記寛仁3.5.3
身人部保春 将監 ○ 畿内相撲使 （藤原道長） 小右記寛仁3.5.3/7.19/8.1
高扶武 府掌 南海道使 藤原実資 小右記寛仁3.7.14
和信 ○ 山陰道使 ― 小右記寛仁3.7.19

治安２

日下部清武 ○ 藤原頼通 小右記治安2.4.26
秦吉正 ○ ● 山陰道使 藤原実資 小右記治安2.4.26
海守富 大陣吉上 土佐使 ― 小右記治安2.4.26
下毛野公忠 ○ ― 小右記治安2.4.26
勝良真 ○ （冷泉院随身） 小右記治安2.4.26
長谷部兼行 ○ ― 小右記治安2.4.26

治安３
身人部信武 ○ ● 山陰道使 藤原実資 小右記治安3.5.2
秦正親 将曹 南海道使 ― 小右記治安3.7.19
播磨貞安 ○ ― 小右記治安3.7.17

万寿１ 勝良真 ○ 大宰使 （冷泉院随身） 小右記万寿1.2.16

万寿２

日下部清武 ○ ― 小右記万寿2.7.21
下毛野光武 ○ ○ ○ 大宰府 藤原道長 小右記万寿2.2.11
藤井秋堪 ○ 山陽道 藤原実資カ 小右記万寿2.3.10
惟宗為武 近衛 ○ 土佐使 ― 小右記万寿2.3.19
身人部保重 ○ 山陰道 ― 小右記万寿2.7.20
（錦正吉） 近衛 × ― 小右記万寿2.3.19

万寿３
紀正方 将曹 ● ● 南海道使 ― 小右記万寿3.7.30
秦正親 将曹 大宰府 ― 小右記万寿3.7.30
不明 ― ― ― ― 山陽道使 ― 小右記万寿3.7.23

万寿４

身人部信武 ○ ○ 山陽道使 藤原実資 小右記万寿4.5.20
播磨為利 ○ 山陰道使 ― 小右記万寿4.7.17/21
播磨貞安 ○ 大宰使 藤原頼通 小右記万寿4.7.21
藤井尚貞 ○ 伊予カ ― 小右記万寿4.7.21

長元２
身人部保武 ○ 山陰道使 ― 小右記長元2.7.21
下毛野光武 ○ 大宰使 ― 小右記長元2②.25

長元４ 藤井尚貞 ○ 淡路・阿波・讃岐・伊予 ― 小右記長元4.3.22/7.22
寛治２ 下毛野武忠 ○ 藤原師実・師通 師通記寛治2.5.27
寛治５ 秦公利 ○ ● 常陸 藤原忠実 師通記寛治5.2.14
寛治６ 秦助久 近衛 ● （美濃方面カ） 藤原師通 師通記寛治6.8.19
寛治７ 秦正重 ○ 東山道相撲使 「殿下」 師通記寛治7.6.18

康和１
下毛野武忠 ○ ○ 藤原師実カ 師通記康和1.3.12
(行久) ○ 近衛 藤原師実カ 師通記康和1.3.12

康和４ 下毛野敦時 ○ 藤原師通 殿暦康和4.5.1

長治１
下毛野敦時 ○ 藤原師通 殿暦長治1.7.20
秦公種 ○ ● 藤原忠実 殿暦長治1.3.19

長治２
（中臣兼近） ○ ○ 藤原忠実 殿暦長治2.2.20
（佐伯国重） ○ ○ 藤原忠実 殿暦長治2.2.21

天永２
下毛野近季 ○ 将曹 山陽道 白河院 長秋記天永2.7.4
中臣兼近 ○ ○ ● 山陰道 藤原忠実 長秋記天永2.8.12
（源重時） 検非違使尉 長秋記天永2.8.2

永久１

惟宗忠清 ○ ○ 摂津・河内・讃岐・伊予・
阿波・土佐 ― 長秋記永久1③.28

秦兼久 ○ ● 和泉・紀伊・淡路・山陽道 白河院カ 長秋記永久1③.28
下毛野武正 ○ ○ 山陰道八ヶ国 藤原忠実 長秋記永久1③.28
秦行重 ○ 近衛 大宰管内 藤原家忠 長秋記永久1③.28

※恪勤・賭弓の○は推挙の理由として挙げられている場合、●は推挙理由ではないが、そのように評価されたことがある場合。

１－９



染
井　

相
撲
の
部
領
使
に
つ
い
て

The Kotorizukai of Sumai

SOMEI Chika

abstract

The Kotorizukai was a lower rank of the Konoehu Officials who brought a Sumainin into the 

Sumo Ceremony at Kinai. A Sumainin who played a central role in the ceremony usually lived in 

his country. The Kotorizukai was sent to various parts of Japan to call many Sumainin as ceremony 

players. Thus the Kotorizukai was one of the key persons in holding the Sumo Ceremony in the 

10-11th centuries.

There are three criteria for becoming a Kotorizukai. First, a Kotorizukai had to be a Zuijin. Because 

it was necessary for a Kotorizukai to be nominated by his master out of the group of Zuijin. At first, 

the masters who could appoint a Zuijin as a Kotorizukai were Konoe Chujyo, Konoe Taisho and the 

Fujiwara Regent Family. But later, it was limited to the Fujiwara Regent Family and Konoe Taisyo. 

Second, the Kotorizukai had to be the most diligent among the lower rank of the Konoehu Officials 

(Kakugon). Third, the Kotorizukai had to be an expert at archery (Nosya).

When the above conditions were met, a Kotorizukai was assigned. But towards the 11-12th 

centuries, the Sumo Ceremony itself had become outdated and ultimately a Kotorizukai was no longer 

appointed.

Keywords：Kotorizukai, Sumo Ceremony, Sumai, Konoefu, Zuijin
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